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２０２６（令和８）年６月号（通算３９５号） 

 
 
 
 
 

 

今年もアーバン夏祭りを開催します。例年通り 7 つの自治会（東一番街、東２番街、東三番街、

東五番街、コスモ春野、ひがしはる野、はる野 4 丁目北）と春野小 PTA の 8 団体で共催します。 

日程は 7 月 25 日(土)（雨天順延の場合は 8 月 1 日(土)、さらに荒天の場合は中止）です。 

今年も催し物として、こども神輿、オンステージ、盆踊り、花火大会、抽選会、模擬店はフランクフルト、 

焼きそば、かき氷、冷たい日本そば、カレーライス、チョコバナナ、各種飲み物などの出店を予定していま 

す。東三番街は昨年に続いて射的と輪投げの模擬店を出店する予定です。今年は昨年以上にたく 

さんの景品を用意します。 

 

たくさんの皆様のご来場・ご来店をお待ちしております。また、冷たい飲

み物付きの模擬店お手伝い参加者を大募集します。東三番街模擬店

へのご協力をよろしくお願いします。 

楽しいイベントとなるように、自治会役員一同、参加する皆様と一緒に

「アーバン夏祭り 2026」を盛り上げます。 

 

 

 

 

５月号でお知らせした通り、「埼玉県春のプラごみゼロウィーク」活動が６月７日(日)に開催 

されます。 

当日は管理組合主催の団地内一斉清掃が８時から実施予定ですが、それに引き続いて、９時 

からプラごみゼロウィーク活動が実施されます。集合場所は東二番街管理事務所前です。お間違 

いのないようにお集まり下さい。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 終了後は、東三番街管理事務所前で飲み物をお配りします。（団地内一斉清掃参加で配られ 

る飲み物とは別です） 

 

「アーバン夏祭り２０２６」 開催決定
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 皆さんは、「さくら会」についてご存じですか。東三番街自治会が平成７年に立ち上げた、高齢者の 

見守りのための「高齢者サロン」です。６５歳以上の東三番街居住者を対象にしています。運営は 

自治会役員、東三番街担当民生委員、ボランティアスタッフの皆さんで構成されています。 

活動内容は、以下の通りです。 

１．出席参加者のおしゃべりを通じて、健康状況の確認（状況に応じて、関連部署に連絡） 

２．無断欠席者への電話連絡（健康状態の確認） 

３．電話連絡ができない場合は、民生委員による自宅訪問などで対応 

４．民生委員による、高齢者向けの有益な情報の提供 

５．健康体操や遊びを取り入れたレクリエーション活動など 

 

 活動日とその実施内容です。場所は、東三番街集会所・洋室です。 

１．毎月 第一水曜日 １０時～１２時:ストレッチ健康体操 

２．毎月 第二月曜日 １０時～１２時:茶話会や勉強会など 

３．毎月 第三水曜日 １０時～１２時:いきいき百歳体操 

 

 入会は随時受付中ですので、開催日に会場までお越しください。スタッフに気軽にお声掛けください。 

なお、女性に限定した会ではありません。 

 
 
 

 今年も春野小学校避難所運営訓練が開催されます。昨年は夜間訓練でしたが、今年は朝の 

訓練になります。 

   以下の日程、場所で実施しますのでご承知おきください。 

   *令和８年 ７月４日（土） ９:00～ 

   *春野小学校 体育館、校舎の一部 

   *想定災害:震度６強の地震の発生による避難所の開設 

   6 自治会共同実施（東一番街、東２番街、東三番街、東五番街、コスモ春野、深作） 
 

 

 

 

さいたま市では令和８年６月１７日（水）午前１０時００分頃に防災行政無線を
使用した緊急地震速報の訓練放送を実施します。普段より大きい音量で一斉に放送
します。 

なお、この放送に伴って市民の皆様が避難等をしていただくことはありません。 
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体育振興会では自治会や学校、スポーツ団体と連携を取りながら、春岡・春野地区 

の方々を対象にスポーツ、レクリエーション活動を行っています。 

 
【報告事項】 
・「さくら会」経歴等説明（さくら会 田島氏） 
・「第一回春岡地区自治会連合会自治会⾧会議」（4/26）についての報告(会⾧) 
・「アーバン夏祭り 2026」に関する報告（副会⾧） 
・「自治会だより」広告掲載スポンサー企業の契約更改について（会⾧、副会⾧、広報） 
・「第一回避難所運営委員会」（５/１８）についての報告（副会⾧） 
・春岡地区体育振興協議会の件（体育） 
・前期自治会費の集金結果の報告（会計） 
・自治会出納の状況の報告（会計） 
 
【協議事項】 
・「東三番街自主防災組織事務局の渉外活動について」の取り扱いについて 
・8 月開催の役員会(規定開催日:8 月 15 日)の開催日変更について 
・上期自治会費集金において判明した課題について 
・東三番街自主防災組織 2026 年度自治会役員の組織体制について確定 
・防災倉庫の整理の件 
・ナガミヒナゲシの駆除実施の件 
・「団地内一斉清掃」 「春のプラごみゼロウィーク活動」の件 
・「自治会だより」の原稿の提出の件 
 
【行事日程等】 
・次回定例会予定 ６月２０日（土）19:00～21:00 
・「春のプラごみゼロウィーク活動」６月７日（日） 
・第 1 回管理組合・自治会連絡会予定 6 月 21 日(日) 10:00 ～ 
・令和 8 年度春野小学校避難所運営訓練 7 月 4 日(土) 9:００～ 
・「アーバン夏祭り」 7 月 25 日（土） 

・ 令和 8 年度防災訓練 11 月 29 日(日) 

 
資源物回収対象品目は、下の７品目です。 
 
新聞（チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、衣類、牛乳パック、アルミ缶 
 
①  資源物回収日: 6 月 ７日（日） 、6 月２１日（日） 

  ７月 ５日（日）、７月１９日（日） 第一、第三日曜日 
 

集会所玄関前に当日の朝６:００から１２:００までの間にお持ちください。 
※回収日を間違わないよう、ご確認をお願いします。 
また、回収時間を過ぎて出さないようにお願いします。 

回収されなかった資源物はお持ち帰りください。 

6、７月資源物回収日と５月資源物回収状況 

５月定例役員会について（議事内容報告）
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②  資源物回収状況 
5 月  1,560 ㎏ （含む、アルミ缶  20 ㎏） 

前年比  60.0％ 
収益 牛乳パック  40 円 

アルミ缶    1,000 円 
１～5 月累計  

  7,480 ㎏ （含む、アルミ缶 110 ㎏） 
前年比   79.0 ％ 

 
 

 
皆さんはナガミヒナゲシという植物をご存じですか。写真のような植物で、東三番 

街周辺でも普通に見かける花です。ポピーにも似ていますが、今各地で注意が呼び掛け 
られている外来植物です。繁殖力が非常に強いため、
大きな問題になっています。また、葉や茎には植物毒
のアルカロイドが含まれているため、そこから出る黄
色い汁に触れると皮膚の弱い人はかぶれやただれを起
こす怖れがあるので注意が必要です。素手で触らず、
手袋をして根本から引き抜き、ポリ袋に入れて密封し、
可燃ごみとして廃棄してください。 

 
なお、花が咲いている時期以外はどれがナガミヒナ

ゲシなのか判断が付かないと思います。今年は花の季
節が終わってしまったため、駆除出来ない状況ですが、

開花時期に環境専門委員の皆さん
が自主的に東三番街周辺のナガミ
ヒナゲシの駆除作業を実施してく
ださいました。ありがとうござい
ます。 

来年の開花時期である３月、４
月には改めて注意喚起を掲載しま
すが、その際は駆除にご協力くだ
さい。 

 
「クビアカツヤカミキリ」とい

い、「ナガミヒナゲシ」といい、
有害な動植物は入って来て欲しくないものです。 
 

 

 

ナガミヒナゲシにご注意下さい（環境専門委員会） 



 

2026/6（通算 395号）5/31発行                         Urban Mirai Higashi 3-Bangai News Letter 
-5-

 
 

 
◆◇◆ キツネの伝説と岩槻との関係 ◇◆◇ 

  
深作や丸ヶ崎では、昭和３０年くらいまで、日用品は大

宮でなく岩槻に行って購入していました。買い物に行く

のは一家の大黒柱。お嫁さんは舅に買ってきてほしいも

のを頼まなければなりません。生理用品なども頼まなけ

ればならないので困ったということです。 
  
綾瀬川にかかる風間橋を渡って右に曲がり、田んぼやソ

バ畑を抜け、新溜稲荷の下を回り込み、京料理ほそいが

ある急な坂道をのぼれば簔輪村です。 
  
新溜稲荷の森一帯は「まつやま」と呼ばれ、若い人でも

その道を通るのがおっくうなほどマツやカシの木がうっ

そうと茂っていました。簔輪村に入ると、だんごやおで

んを商う家があって、旦那さんは、買い物ついでに岩槻

で遊んだり一杯飲んだりするのが楽しみでした。 

そんなことから、岩槻の新溜稲荷から七里の踏切り

に通じる道で、いい気分の旦那さんがキツネに化か

されたのでしょう。 
  

● 岩槻に伝わるお話し 
  
深作の人が気分よくお酒を飲んでの帰り道。新溜

稲荷の森を通り過ぎ、ソバ畑の中を歩いても歩いて

も深作村の入口につきません。揺れているソバの白

い花に酔ったかな、と思い夜目をすかして見ると、

まだお稲荷さんの所です。そして再び家をめざして

歩き出したのですが、行けども行けども田んぼの道

から抜けられません。とうとうあたりが白みはじめ

てようやく家にたどり着きました。それからという

もの「新溜稲荷にまやかされた」といううわさが広まったということです。（『おじい

さんおばあさんに聞く岩槻２』より） 
  
ソバは五穀に含まれないので年貢として取り立てられませんでした。また、やせ地で

も育ち、種をまいてから６０～７０日で収穫できることから、農家は自家用の食料とし

て育てていたようです。 
  

（東三番街 平山由喜） 
  
＊今回は都合により過去の掲載記事を再掲載させていただきました。 



 

 


